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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　棚本体の側板内側面の前方及び後方から内側に向けて各々突設した棚受け具に、棚板の
左右下面の前後に形成した左右方向に延びる凹溝部を各々嵌合することにより、左右の側
板間に棚板を架設できるようにした棚装置の棚板取付装置において、前記凹溝部を前記棚
受け具に載置した後、前記凹溝部のうち、少なくとも前方あるいは後方の一対の凹溝部を
下方から覆う係止部材を棚板下面に設置するものであって、前記係止部材には、上面に前
記棚受け具の下面と嵌合する嵌合部と、前後に左右方向に延びる一対の摺動突起が形設さ
れる一方、前記凹溝部の前後側面には上下に位置した一対の左右方向に延びる突出部で構
成された摺動溝がそれぞれ形設され、前記棚受け具の形状を断面円形状とし、その外周面
の前後を、前記上方に位置する突出部に当接するようにし、前記摺動溝に前記一対の摺動
突起を嵌合して左右方向に摺動移動させることにより、前記嵌合部が前記棚受け具に嵌合
する状態と、嵌合しない状態とを選択可能としたことを特徴とする棚装置の棚板取付装置
。
【請求項２】
　前記凹溝部の左右方向の長さを所定長さに制限し、左右に位置する凹溝部を互いに連通
させないものとした請求項１に記載の棚装置の棚板取付装置。
【請求項３】
　前記凹溝部は前記棚板に形成された凹溝に受け部材を介して形成されている請求項１ま
たは２に記載の棚装置の棚板取付装置。
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【請求項４】
　前記嵌合部の上面は棚受け具の下面側形状に沿った断面円弧溝で形成されている請求項
１乃至３のいずれかに記載の棚装置の棚板取付装置。
【請求項５】
　前記係止部材の下面の位置に、下方を向く操作部を設けた請求項１乃至４のいずれかに
記載の棚装置の棚板取付装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、棚本体の側板内側面の前方及び後方から内側に向けて各々突設した棚受け具
に、棚板の左右下面の前後に形成した凹溝部を各々嵌合することにより、左右の側板間に
棚板を架設できるようにした書棚等の棚装置の棚板取付装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の棚装置の棚本体を構成する左右の側板には、それぞれ所定の高さごとにダボ等の
棚受け具が設けられており、これら棚受け具に棚板下面に形成された凹溝部を嵌合させる
ことで、棚本体の上下方向に複数段の棚板が設けられている。棚板の下面に形成された凹
溝部内には、係止部材が左右摺動可能に設けられ、棚板を棚受け具に嵌合させた際に、係
止部材を摺動させ、棚受け具を凹溝部内に収納させる事で棚板の位置が固定され、棚受け
具の嵌合状態が維持され、棚板の棚受け具からの取り外れが防止されていた（例えば、特
許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－５７１７０号公報（段落００１４から段落００１６、図３，
４参照）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１にあっては、係止部材と棚受け具との間には、隙間が形成さ
れてしまうので、棚板が上下方向にぐらつくことがあった。また、係止部材は前後の端部
が凹溝部を構成する係止杆に乗っているだけなので、係止部材自体にガタツキを生じるこ
とがあり、棚板を確実に安定した状態で保持することは困難であった。
【０００５】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、棚板が棚受け具からの取り外
れるのが防止でき、かつ棚板がぐらつくことなく、安定した状態で保持される棚装置の棚
板取付装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の棚装置の棚板取付装置は、棚本
体の側板内側面の前方及び後方から内側に向けて各々突設した棚受け具に、棚板の左右下
面の前後に形成した左右方向に延びる凹溝部を各々嵌合することにより、左右の側板間に
棚板を架設できるようにした棚装置の棚板取付装置において、前記凹溝部を前記棚受け具
に載置した後、前記凹溝部のうち、少なくとも前方あるいは後方の一対の凹溝部を下方か
ら覆う係止部材を棚板下面に設置するものであって、前記係止部材には、上面に前記棚受
け具の下面と嵌合する嵌合部と、前後に左右方向に延びる一対の摺動突起が形設される一
方、前記凹溝部の前後側面には上下に位置した一対の左右方向に延びる突出部で構成され
た摺動溝がそれぞれ形設され、前記棚受け具の形状を断面円形状とし、その外周面の前後
を、前記上方に位置する突出部に当接するようにし、前記摺動溝に前記一対の摺動突起を
嵌合して左右方向に摺動移動させることにより、前記嵌合部が前記棚受け具に嵌合する状
態と、嵌合しない状態とを選択可能としたことを特徴としている。
　この特徴によれば、棚板の凹溝部のうち、少なくとも前方あるいは後方の一対の凹溝部
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内の前後側面に形設された摺動溝に係止部材の一対の摺動突起を嵌合することで、係止部
材の左右方向の摺動移動が傾動することなく正確に行なわれる。したがって、係止部材の
上面が棚受け具の下面に嵌合可能となり、凹溝部内において棚受け具が棚板と係止部材に
保持されて、棚板がぐらつくことなく安定した状態に保たれる。そして摺動溝を突出部で
構成するので、溝の深さを充分に取ることができ、係止部材をより安定した状態で摺動案
内することができるだけでなく、棚板が前後にぶれても、凹溝部内における前後の上方に
位置する突出部が棚受け具の外側縁に当接しているので、棚板の前後移動が規制され棚板
の前後方向のガタツキが防止される。
【０００７】
　本発明の請求項２に記載の棚装置の棚板取付装置は、請求項１に記載の棚装置の棚板取
付装置であって、前記凹溝部の左右方向の長さを所定長さに制限し、左右に位置する凹溝
部を互いに連通させないものとしたことを特徴としている。
　この特徴によれば、凹溝部の左右の長さが制限されるので、凹溝部内での係止部材の左
右方向への移動を制限でき、係止部材が非嵌合状態であっても棚受け具の嵌合状態位置か
ら離れ過ぎることが防止され、非嵌合状態と嵌合状態の切替えを円滑に行える。
【０００８】
　本発明の請求項３に記載の棚装置の棚板取付装置は、請求項１または２に記載の棚装置
の棚板取付装置であって、前記凹溝部は前記棚板に形成された凹溝に受け部材を介して形
成されていることを特徴としている。
　この特徴によれば、棚板に形成された凹溝に摺動溝を有する受け部材を嵌め込むだけで
係止部材を摺動案内することができ、既設の棚板に対しても容易に適用できる。
【００１１】
　本発明の請求項４に記載の棚装置の棚板取付装置は、請求項項１乃至３のいずれかに記
載の棚装置の棚板取付装置であって、前記嵌合部の上面は棚受け具の下面側形状に沿った
断面円弧溝で形成されていることを特徴としている。
　この特徴によれば、嵌合部の断面円弧溝に棚受け具の下面が密接されて保持できるので
、棚板の上下方向のガタツキが防止される。
【００１２】
　本発明の請求項５に記載の棚装置の棚板取付装置は、請求項１乃至４のいずれかに記載
の棚装置の棚板取付装置であって、前記係止部材の下面の位置に、下方を向く操作部を設
けたことを特徴としている。
　この特徴によれば、操作部を左右方向に操作するだけで係止部材が摺動でき、係止部材
と棚受け具との嵌合状態および非嵌合状態との切替え操作が容易に行える。特に、係止部
材を棚板下面に設置したときに、操作部が側板から離間した位置に設けると、操作部が摘
み易い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の実施例を以下に説明する。
【実施例１】
【００１４】
　図１は、本発明の実施例１における棚装置の全体像を示す斜視図であり、図２は、後面
板が設けられた棚板の下面側より棚装置を見上げた一部破断斜視図であり、取付金具への
棚受け具の取り付け、及び棚受け具に棚板が載置された状態を示し、図３（ａ）は、受け
部材および係止部材の分解組立図を示す斜視図であり、図３（ｂ）は、受け部材に係止部
材を嵌合させ取り付けた斜視図であり、図４（ａ）は、係止部材が設けられた受け部材を
棚板の凹溝に取り付ける底面図であり、図４（ｂ）は、棚板に設けられた受け部材を側板
の棚受け具に嵌合させているが係止部材は非嵌合状態を示す底面図である。
【００１５】
　図５（ａ）は、棚受け具が係止部材で嵌合された状態を示す底面図と、係止部材と棚受
け具の嵌合状態を示す要部拡大底面図であり、図５（ｂ）は、（ａ）のＡ－Ａ線の断面図
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であり、図６（ａ）は、前方および後方の棚受け具に棚板を水平に載置させた側面図であ
り、図６（ｂ）は、前方の棚受け具よりも後方の棚受け具を下方位置に下げて、棚板を後
方に傾斜させた側面図であり、図６（ｃ）は、後方の棚受け具に棚板を載置させ、前方の
棚受け具に後面板の嵌合部を嵌合させて、棚板を前方に向けて傾斜させ、後面板を後方に
向けて傾斜させた側面図である。
【００１６】
　この棚板は書籍等の物品の載置棚として用いられている。そこで、本発明の実施例１を
図面に基づいて説明すると、まず図１に示されるように、棚装置１は主に、左右に立設さ
れた側板４，４と、これら側板４，４の上端部に設けられた天板２と、側板４，４の下端
部に設けられた載置台３と、から構成される枠体である棚本体１ａと、棚本体１ａ内の上
下方向に向けて複数段（本実施例では４段）架設された棚板７とで構成されている。以下
、本実施例では棚装置１の正面側を前方とし、背面側を後方とし、側板４，４側を左右方
向として説明する。
【００１７】
　棚板７の後端側には、金属板の後面板８が上方に向けて延設され、棚板７に物品２０を
載置した際に、物品２０が後方に落下しないように支え板となっている。また、棚板７と
後面板８の前後位置を置き換えることで、後面板８に物品２０を載置させ棚板７で物品２
０の支えとして利用されている。
【００１８】
　側板４，４の内側面の前方および後方位置には、図示しない条溝が上下方向に向けて形
成され、これら前後の条溝に上下の長さ方向に向けて取付金具６，６’がそれぞれ設けら
れており、図２に示されるように、取付金具６，６’には、後述する棚受け具１０，１０
’を固定支持するための係着孔６ａ，６ａ’が前後方向に幅広の横長矩形で上下方向に向
けて複数穿設されており、これら係着孔６ａ，６ａ’の所定の高さ位置には、棚受け具１
０，１０’が係着されている。
【００１９】
　この棚受け具１０，１０’は、係着孔６ａ，６ａ’内に係着される鈎状のフックが形成
された係着体１１と、棚板７を支持する断面円形状の棚支持用ナット１２（以下、ナット
１２）とから一体成形され、係着体１１が取付金具６，６’の係着孔６ａ，６ａ’に係合
され、さらにナット１２をねじ込むことで、棚受け具１０，１０’が係着孔６ａ，６ａ’
に係着され安易に取り外れないように固定されている。
【００２０】
　次に、棚板７について具体的に説明すると、図２に示すように、棚板７の下面７ｄには
左右の長さ方向に、棚板７側端面から所定の長さで、前後位置にそれぞれ凹溝７ａ，７ａ
’が形成されている。前方位置の左右の凹溝７ａ，７ａには、受け部材１４（本実施例で
はプラスチック樹脂で成型）が嵌入されて設けられており、受け部材１４の下面には凹溝
部１４ａが形成されている。
【００２１】
　この受け部材１４には、係止部材１３（本実施例ではプラスチック樹脂で成型）が左右
方向に摺動可能に設けられている。そこで、前方の棚受け具１０に受け部材１４の凹溝部
１４ａを嵌合させ、後方の棚受け具１０’に凹溝７ａ’をそれぞれ嵌合させることで、棚
本体１ａの左右の側板４間に棚板７が安定して架設されている。
【００２２】
　また、棚板７の後端部７ｃには金属板の後面板８が設けられ、下端部を前方に向けて屈
曲させ取付部８ａが形成され、取付部８ａを介してネジ１７で棚板７の後端部７ｃに螺合
させて確実に固定させている。後面板８の取付部８ａから上方に向けて延設された上端縁
からは、後方に向けて側面視コ字状で下向きに開口が形成されるように嵌合部８ｂが形成
されている。
【００２３】
　棚板７の凹溝７ａに嵌合された受け部材１４と、この受け部材１４に設けられた係止部
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材１３について具体的に説明すると、図３（ａ）に示されるように、受け部材１４には、
下面に向けて開口される側面視コ字状の凹溝部１４ａが左右の長さ方向に形成され、凹溝
部１４ａの下向き開口の前後位置に内側方向に向けて突出された下部突出部１４ｃが形成
されている。
【００２４】
　この下部突出部１４ｃより上方の位置には、下部突出部１４ｃと略同型の上部突出部１
４ｂが形成され、下部突出部１４ｃと上部突出部１４ｂとの間に左右の長さ方向に向けて
、前後位置に摺動溝１４ｄが形成されている。受け部材１４の外周面には断面複数段状の
嵌入部１４ｅが形成されている。
【００２５】
　係止部材１３には、受け部材１４の前後の摺動溝１４ｄにそれぞれ嵌合可能な摺動突起
１３ａ，１３ａが前後位置で左右の長さ方向に向けて一対形成されており、これら摺動突
起１３ａ，１３ａの間には、左右の長さ方向に向けて断面円弧溝状の嵌合部１３ｂが形成
されている。摺動突起１３ａの下面には係止部材１３の側端から離間した位置に下方に向
けて突設された操作部１３ｃが設けられている。
【００２６】
　次いで、図３（ａ）に示された状態より、係止部材１３を受け部材１４に取り付けるに
は、矢印に示される方向に向けて係止部材１２を移動させながら、図３（ｂ）に示される
ように、前後の摺動突起１３ａ，１３ａを前後の摺動溝１４ｄ，１４ｄに各々嵌合させ、
下方に向く操作部１３ｃを指で摘みながら操作して、さらに奥へと摺動させていくことで
、受け部材１４に係止部材１３が取り付けられる。したがって、操作部１３ｃの左右方向
の操作により係止部材１３を摺動溝１４ｄに沿って円滑に操作可能になっている。
【００２７】
　このように、前後の摺動溝１４ｄ，１４ｄが受け部材１４の凹溝部１４ａ内の上下に位
置した一対の左右方向に延びる上部突出部１４ｂ，１４ｂと下部突出部１４ｃ，１４ｃの
間に形成されることで、溝の深さを充分にとることができ、係止部材１３の一対の摺動突
起１３ａ，１３ａが安定した状態で左右方向に摺動案内可能となっている。
【００２８】
　つづいて、係止部材１３の設けられた受け部材１４を棚板７に取り付ける説明をすると
、図４（ａ）に示されるように、係止部材１３を受け部材１４に設けた状態で、矢印方向
に棚板７の側端から凹溝部７ａに向けて移動させ、凹溝部７ａに嵌入部１４ｅをきつく嵌
入させることで、棚板７に受け部材１４が強固に固定される。このように、棚板７に形成
された凹溝７ａに摺動溝を有する受け部材１４を嵌め込むだけで、係止部材１３を摺動案
内することができ、既設の棚板に対しても容易に適用できる。
【００２９】
　次いで、受け部材１４が設けられた棚板７を、図４（ｂ）に示されるように、受け部材
１４の凹溝部１４ａを取付金具６に係着された棚受け具１０のナット１２に嵌め込むよう
に載置させることで、棚板７が架設される。そこで、操作部１３ｃを矢印に示される方向
に向けて操作することで、係止部材１３を棚受け具１０に向けて移動させることができる
。
【００３０】
　そして、図５（ａ）に示されるように、操作部１３ｃの操作により係止部材１３の前後
の摺動突起１３ａが摺動溝１４ｄに沿って摺動され、係止部材１３の端部が取付金具６の
外側面に当接されると、係止部材１３の嵌合部１３ｂが棚受け具１０のナット１２の外周
部に嵌合される。このように、受け部材１４を棚板７下面に設置したときに、操作部１３
ｃを係止部材１３の側板４の当接面側から離間した位置で下方に向けて設けられることで
、操作部１３ｃを摘み易くなっており、この操作部１３ｃを左右方向に操作するだけで係
止部材１３が摺動できることから、係止部材１３と棚受け具１０との嵌合状態および非嵌
合状態との切替え操作が容易に行えるようになっている。
【００３１】
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　なお、棚板７の左右に設けられた受け部材１４に形成された凹溝部１４ａの左右の長さ
がそれぞれ所定の長さに制限されることで、凹溝部１４ａ内での係止部材１３の左右方向
への移動を制限でき、係止部材１３が非嵌合状態であっても棚受け具１０のナット１２の
嵌合状態位置から離れ過ぎることが防止され、非嵌合状態と嵌合状態の切替えを円滑に行
える構成となっている。
【００３２】
　次いで、係止部材１３と棚受け具１０のナット１２の嵌合状態について、具体的に説明
すると、図５（ｂ）に示されるように、受け部材１４の凹溝部１４ａ内の左右一対の上部
突出部１４ｂ，１４ｂと下部突出部１４ｃ，１４ｃの間に形成された摺動溝１４ｄには、
摺動突起１３ａ，１３ａが摺動可能に嵌合されており、前述の棚受け具１０のナット１２
の外側縁上面が凹溝部１４ａの天井面に当接され、ナット１２の外側縁下面が係止部材１
３の断面円弧状の嵌合部１３ｂに密接した状態で嵌合され保持されているので、棚板７の
上下方向のガタツキが防止されている。さらに、外側縁の前後面のそれぞれが前後一対の
上部突出部１４ｂ，１４ｂに当接されているので、棚板７の前後移動が規制され、棚板７
の前後方向のガタツキも防止される。
【００３３】
　以上の説明により実施例１では、棚板７下面に設けられた受け部材１４の凹溝部１４ａ
内の前後側面に形設された摺動溝１４ｄに係止部材１３の一対の摺動突起１３ａを嵌合す
ることで、係止部材１３の左右方向の摺動移動が傾動することなく正確に行なわれる。し
たがって、係止部材１３の上面が棚受け具１０の下面に嵌合可能となり、凹溝部１４ａ内
において棚受け具１０が棚板７と係止部材１３に保持されて、棚板７がぐらつくことなく
安定した状態に保たれる。
【００３４】
　そこで、上述した図２において示された棚板７の側面図が、図６（ａ）に示されており
、取付金具６，６’に棚受け具１０，１０’が水平状態で係着されている。棚受け具１０
’に凹溝７ａ’が載置され、棚受け具１０が係止部材１３によって受け部材１４に嵌合さ
れることで棚板７のガタツキが防止され、物品２０が棚板７に安定した状態で載置される
。この場合、後方の凹溝７ａ’に受け部材１４を嵌合して用いることもできる。
【００３５】
　次いで、図６（ｂ）に示されるように、後方の棚受け具１０’を下方に位置する係着孔
６ａ’に移動させ係着させ、棚板７を若干後方に傾斜させた場合でも、棚受け具１０が係
止部材１３によって受け部材１４に嵌合されているので棚板７のガタツキが防止され、物
品２０を棚板７に後傾させた状態で載置可能になっている。なお、物品２０の背面が後面
板８に支持されるので、物品２０が側板４の後方より下方に落下しないように防止されて
いる。
【００３６】
　さらに、図６（ｃ）に示されるように、棚板７の前後方向の向きを入れ替えて、後面板
８の嵌合部８ｂを前方の棚受け具１０に嵌合させるとともに、後方の棚受け具１０’が係
止部材１３によって、受け部材１４に嵌合されることで棚板７のガタツキが防止され、物
品２０の丈が長い場合であっても、物品２０の下面が後面板８に支持され、物品２０の背
面が棚板７に支持されるので安定して載置可能となる。
【実施例２】
【００３７】
　次に、本発明の実施例２を図７に基づいて説明する。図７（ａ）は、実施例２における
棚板の凹溝部に係止部材を取り付ける斜視図であり、図７（ｂ）は、棚板の凹溝部に係止
部材を取り付けた斜視図である。なお、以下の実施例２において前述の実施例１と同様の
構造部分に関しては、同一の符号を付すことにより詳細な説明は省略することにする。
【００３８】
　図７（ａ）に示されるように、棚板１５には、下面に向けて開口される側面視コ字状の
凹溝部１５ａが左右の長さ方向に所定の長さ形成され、凹溝部１５ａの下向き開口の前後
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位置に内側方向に向けて突出された下部突出部１５ｃが形成され、上方の位置に上部突出
部１５ｂが形成され、これら上部および下部突出部１５ｂ，１５ｃとの間に左右の長さ方
向に向けて、前後位置にそれぞれ摺動溝１５ｄが形成されている。
【００３９】
　そこで、実施例１と同一形状の係止部材１３を受け部材１５に取り付けるには、矢印に
示される方向に向けて係止部材１３を移動させながら、図７（ｂ）に示されるように、前
後の摺動突起１３ａ，１３ａを前後の摺動溝１５ｄ，１５ｄに各々嵌合させ、下方に向く
操作部１３ｃを指で摘みながら操作して、さらに奥へと摺動させていくことで、受け部材
１５に係止部材１３が取り付けられ、係止部材１３を安定した状態で左右方向に摺動案内
可能となっている。
【００４０】
　以上の説明により実施例２では、実施例１に示された受け部材１４を用いることなく、
棚板１５に凹溝部１５ａを直接形成し、凹溝部１５ａ内に係止部材１３を左右方向に摺動
可能な摺動溝１５ｄを形成することで、係止部材１３を摺動案内でき、かつ係止部材１３
の上面に嵌合部１３ｂを設けることで、棚受け具１０のナット１２を嵌合可能な構成にで
きる。
【００４１】
　以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施例に限
られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本発
明に含まれ、例えば上記実施例では、棚板７の前方左右の凹溝７ａ，７ａにのみ受け部材
１４を設けることで、最低限の構成で棚板７のぐらつきが防止され、安定した状態で側板
４，４間に架設され、コストの低減が図られていることから好ましいが、本発明はこれに
限定されるものではなく、棚板７の後方左右の凹溝７ａ’，７ａ’にも受け部材１４を設
けることで、後方左右の棚受け具１０’，１０’も係止部材１３の嵌合により、受け部材
１４に嵌合させて棚板７の下面７ｄの左右前後で、より強固に棚板７のぐらつきを防止さ
せるようにしても良い。
【００４２】
　また、係止部材１３の上面に形成した嵌合部１３ｂの形状は、断面円弧溝に限定される
ものでなく、棚受け具１０の形状に合わせて形設される。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の実施例１における棚装置の全体像を示す斜視図である。
【図２】後面板が設けられた棚板の下面側より棚装置を見上げた一部破断斜視図であり、
取付金具への棚受け具の取り付け、及び棚受け具に棚板が載置された状態を示す。
【図３】（ａ）は、受け部材および係止部材の分解組立図を示す斜視図であり、（ｂ）は
、受け部材に係止部材を嵌合させ取り付けた斜視図である。
【図４】（ａ）は、係止部材が設けられた受け部材を棚板の凹溝に取り付ける底面図であ
り、（ｂ）は、棚板に設けられた受け部材を側板の棚受け具に嵌合させているが係止部材
は非嵌合状態を示す底面図である。
【図５】（ａ）は、棚受け具が係止部材で嵌合された状態を示す底面図と、係止部材と棚
受け具の嵌合状態を示す要部拡大図であり、（ｂ）は、（ａ）のＡ－Ａ線の断面図ある。
【図６】（ａ）は、前方および後方の棚受け具に棚板を水平に載置させた側面図であり、
（ｂ）は、前方の棚受け具よりも後方の棚受け具を下方位置に下げて、棚板を後方に傾斜
させた側面図であり、（ｃ）は、後方の棚受け具に棚板を載置させ、前方の棚受け具に後
面板の嵌合部を嵌合させて、棚板を前方に向けて傾斜させ、後面板を後方に向けて傾斜さ
せた側面図である。
【図７】（ａ）は、実施例２における棚板の凹溝部に係止部材を取り付ける斜視図であり
、（ｂ）は、棚板の凹溝部に係止部材を取り付けた斜視図である。
【符号の説明】
【００４４】
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１　　　　　　　　　　棚装置
１ａ　　　　　　　　　棚本体
２　　　　　　　　　　天板
３　　　　　　　　　　載置台
４　　　　　　　　　　側板
６、６’　　　　　　　取付金具
６ａ、６ａ’　　　　　係着孔
７　　　　　　　　　　棚板
７ａ、７ａ’　　　　　凹溝
７ｃ　　　　　　　　　後端部
７ｄ　　　　　　　　　下面
８　　　　　　　　　　後面板
８ａ　　　　　　　　　取付部
８ｂ　　　　　　　　　嵌合部
１０　　　　　　　　　前方の棚受け具
１０’　　　　　　　　後方の棚受け具
１１　　　　　　　　　係着体
１２　　　　　　　　　ナット（棚支持用ナット）
１３　　　　　　　　　係止部材
１３ａ　　　　　　　　摺動突起
１３ｂ　　　　　　　　嵌合部
１３ｃ　　　　　　　　操作部
１４　　　　　　　　　受け部材
１４ａ　　　　　　　　凹溝部
１４ｂ　　　　　　　　上部突出部
１４ｃ　　　　　　　　下部突出部
１４ｄ　　　　　　　　摺動溝
１４ｅ　　　　　　　　嵌入部
１５　　　　　　　　　棚板
１５ａ　　　　　　　　凹溝部
１５ｂ　　　　　　　　上部突出部
１５ｃ　　　　　　　　下部突出部
１５ｄ　　　　　　　　摺動溝
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